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平成 26 年 
 ○４月頃   ・パブリックコメントを実施 

 ○６月 25日  第 121 回地球環境部会 
        ・気候変動影響評価等小委員会の中間報告について 
        ・ＩＰＣＣ第５次評価報告書の報告について 
 
 ○７月８日  第 5 回気候変動影響評価等小委員会 
        ・パブリックコメントの結果について 

          将来影響の評価（確信度及び重大性・緊急性）に関する手法検討 

 ○８月頃   第 6 回気候変動影響評価等小委員会 
        ・ワーキンググループ（ＷＧ）の設置について 
        ・将来影響及び影響の評価のとりまとめに向けた手法等の検討について 

    ※以降、各ＷＧを平成 26 年 12 月末までに順次 2～3 回程度開催 

 ○11 月頃   第 7 回気候変動影響評価等小委員会 
        ・各ＷＧにおける検討状況の確認について 

  ～12 月初頃 ・小委員会、ＷＧにおける審議と並行して将来影響に関する追加情報を 
         収集し、収集した情報はＷＧにて検討。 

平成 27 年 
 ○１月頃   第 8 回気候変動影響評価等小委員会 
        ・各ＷＧにおける検討結果の報告について 
        ・「日本における気候変動による将来影響及びリスク評価に関する報告と 
         今後の課題（意見具申）（仮）」の素案について 

        ・パブリックコメントの実施 

 ○２月頃   第 9 回気候変動影響評価等小委員会 
        ・パブリックコメントを踏まえた「日本における気候変動による将来影響 
         及びリスク評価に関する報告と今後の課題（意見具申）（仮）」について 

 
 

  

中央環境審議会（地球環境部会・気候変動影響評価等小委員会）の動き 影響評価の動き 

※６月中旬頃～ 

 

 

 

 

気候予測結果を 

基にした 

影響評価 

の実施 

平成 27年度 夏頃目途 適応計画 閣議決定 

今後の検討の進め方について（案） 

各省における適応策の検討を踏まえ、適応計画の全体調整 
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